
第６号議案 令和６年度長崎市一般会計予算

令和６年２月市議会 環境経済委員会資料

＜目 次＞

・ 特殊ごみ処理費 ・・・・・・・・・・・・ 44～46 200～201
・ ごみ収集委託費 ・・・・・・・・・・・・ 47～49 202～203
・ 《債務負担行為》ごみ収集委託費 ・・・・・・・・・・・・ 50～53 336～337
・ 資源ごみ処理費 ・・・・・・・・・・・・ 54～59 202～203

資 料 予算説明書
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４款 衛生費 ２項 清掃費 ２目 ごみ処理費
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・ 地球温暖化対策市民運動推進費 ・・・・・・・・・・・・ 16～20 196～197
・ 脱炭素先行地域づくり事業 ・・・・・・・・・・・・ 21～23 196～197
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環 境 部

令和６年２月

・ し尿汲取費 ・・・・・・・・ 60～62 202～203
・ 【単独】し尿処理施設等整備事業費 し尿等受入施設建設事業費負担金 63～66 204～205
・ 《継続費》し尿処理施設負担 茂里町環境センター解体費負担 ・・ 67～70 324～325

４款 衛生費 ２項 清掃費 ３目 し尿処理費

・【補助】新東工場建設事業費 ごみ焼却施設建設・・・・・・・・・・ 71～75 204～205
・【単独】新東工場建設事業費 地域環境整備・・・・・・・・・・・・ 76～77 204～205

４款 衛生費 ２項 清掃費 ４目 新東工場建設事業費
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予算説明書
事 業 名 予算額

ページ 款 項 目 番号

128 129 ２
総務費

１
総務管理費

１４
街を美しくする
運動推進費

２-１ 市民協働環境美化推進費
千円

４,６９４

道路・公園・河川・文化財等の「公共の空間」において環境美化活動を行うもので、環境美化に対する市民意識
の高揚を図り、市民と市が協働して地域の環境美化を推進する。

１ 事業概要

（1） 市民協働環境美化推進事業（アダプトプログラム）

市が管理する道路・公園・河川・文化財等の公共空間を「養子」に、その公共空間を維持する活動を行う団

体を「里親」と見立てて養子縁組を結び、市が里親の活動を支援し、活動の活性化を図る。

支援内容は、ごみ袋その他の清掃用具の支給、ボランティア活動傷害保険の加入、ごみ収集車の配車、管

理区域等を示した表示板（アダプトサイン）の設置。

※ アダプト（ADOPT）とは英語で「○○を養子にする」という意味

【里親団体数の推移】（令和5年度は、令和6年1月末の団体数）

２ 事業内容

年 度 H13

・・・

R元 R2 R3 R4 R5

登 録 11 6 1 46 7 6

脱 退 － 4 3 1 12 2

団体数 11 162 160 205 200 204
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（2） 地域清掃支援事業（ボランティア清掃）
道路・公園・河川・文化財等の公共の空間において清掃や除草等の環境美化活動を行う団体や個人に対
して、ボランティア清掃用ごみ袋の支給、ごみ収集車の配車等の支援を行い、円滑なボランティア清掃活動
を促す。（上記 の団体との相違点としては、活動回数、人員及び活動を行う場所が固定されないことなど、
地域の環境美化活動について広く支援するもの。）
※ ボランティア清掃支援件数

（3） 環境美化活動の発信・共有（ごみ拾い見える化ページ）
環境美化活動への関心を高めるため、ごみ拾いSNS「ピリカ」と連携したWEBサイト「ごみ拾い見える化ペー
ジみんなできれいながさき」により、長崎市で拾われたごみの数やごみ拾い活動の参加人数、投稿者名など
をリアルタイムで表示する。
環境美化活動の輪の広がりを目指し、SNS「ピリカ」の新規利用、継続を促すキャンペーンを実施するほか、
「ごみ拾い見える化ページ」の周知を図る。

区 分 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度
団体（件） 420 426 401 439 403
個人（件） 28 34 36 54 65
合 計 448 460 437 493 468
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〈参考〉 「ごみ拾い見える化ページ みんなできれいながさき」

延べ参加人数と拾われた
ごみの数
市内の活動をリアルタイムで集計！

活動位置とタイムライン
市内の投稿をリアルタイムで表示！

月ごとのごみ拾い活動の推移を表示！

お知らせ

ＳＮＳピリカの使い方
まずはアプリをダウンロード！市内の位置
情報を共有のうえ、活動内容を投稿すると
こちらの見える化サイトに反映されます。
※位置情報がない場合、こちらのサイトに
反映されません。

イベント情報
市からのイベント情報を掲載します！

参加団体一覧
「みんなできれいながさき」に参加されて
いる企業や団体等を紹介しています。
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事 業 費
財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

千円
４，６９４

千円
－

千円
－

千円
－

千円
－

千円
４，６９４

４ 財源内訳

(1) 需用費（里親団体用清掃用具等） ３，３４２千円
(2) 役務費（ボランティア活動傷害保険等） ２３８千円
(3) 委託料（ごみ拾い見える化ページ保守委託等） １，１１４千円

３ 事業費内訳
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予算説明書
事 業 名 予算額

ページ 款 項 目 番号

194 195 ４
衛生費

１
保健衛生費

９
環境対策費 1-5 大気汚染防止対策費

千円
２８,８５２

市民の健康を保護するとともに生活環境を保全するため、大気汚染防止法等に基づき、市内の一般環境大気、
自動車排出ガス及び有害大気汚染物質等の大気の監視及び指導を行うもの。

１ 事業概要

大気汚染防止法に基づく事務処理基準に従い、市内一般環境大気測定局４局（東長崎、小ヶ倉、稲佐小学校、
村松）、自動車排出ガス測定局２局（長崎駅前、中央橋）で、自動測定により大気汚染状況の常時監視を行って
いる。

２ 事業内容

区分 地点 主な測定項目

常時監視

（一般環境大気）

東長崎

小ヶ倉

稲佐小学校

村松

二酸化硫黄

浮遊粒子状物質

二酸化窒素

光化学オキシダント

微小粒子状物質（PM2.5）

常時監視

（自動車排出ガス）

長崎駅前

中央橋

一酸化炭素

浮遊粒子状物質

二酸化窒素

常時監視

（ダイオキシン類）

（有害大気汚染物質）

小ヶ倉

中央橋

ダイオキシン類

ベンゼン

トリクロロエチレン

テトラクロロエチレン

ジクロロメタン ほか指針項目等17項目
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３ 事業費内訳

（１） 需用費（公害測定用消耗品、電気料等） １１,８５５千円

（２） 委託料（一般環境大気、有害大気汚染物質等の各種測定委託等） １５,３０４千円

（３） 使用料及び賃借料（監視システム借上等） ７１７千円

（４） その他（通信費・負担金・旅費） ９７６千円

４ 財源内訳

事 業 費
財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

千円
２８,８５２

千円
－

千円
－

千円
－

千円
－

千円
２８,８５２
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【大気環境測定局等の配置】

測定局等の区分 測定局名

一 般 環 境 大 気
測 定 局

東 長 崎 測 定 局

小 ヶ 倉 測 定 局

稲佐小学校測定局

村 松 測 定 局

自動車排出ガ ス
測 定 局

長崎駅前測定局

中 央 橋 測 定 局

中 央 監 視
モ ニ タ ー
（ 環 境 部 内 ）

－

一般環境大気測定局

自動車排出ガス測定局

参 考
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参 考
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予算説明書
事 業 名 予算額

ページ 款 項 目 番号

194 195 ４
衛生費

１
保健衛生費

９
環境対策費 1-6 水質汚濁防止対策費

千円
５５,３２７

（１）公共用水域及び地下水の水質調査

水質汚濁防止法に基づき、毎年度、都道府県知事が策定する「公共用水域及び地下水の水質測定計画」に
従い、常時監視を行っている。

・生活環境項目・・・ 財産や動植物とその生息環境など、人の生活に密接な関係のある公共用水域（河川、
海域）の利用を保全するために必要な項目

・健 康 項 目・・・ 人の健康に影響を及ぼす毒性や水環境中の存在状況等の観点から、水環境の汚染を
通じて人の健康に影響を及ぼすおそれがある項目

区分 地点 主な測定項目

河川水質調査 13河川18地点
生活環境項目（ｐHほか7項目）

健康項目（カドミウムほか26項目） 等
月１回

海域水質調査 4海域21地点
生活環境項目（ｐHほか8項目）

健康項目（カドミウムほか24項目） 等
年４回

地下水水質調査 31地点
地下水の水質汚濁に係る環境基準（トリクロロエチレン

ほか24項目）
年１回

２ 事業内容

市民の健康を保護するとともに生活環境を保全するため、水質汚濁防止法等に基づき市内の公共用水域（河
川・海域）、地下水及び工場排水等の水質の監視及び指導を行うもの。

1 事業概要
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（２）その他調査

区分 地点数 主な測定項目

底質調査
（堆積した泥など）

13河川13地点、
1海域5地点

総水銀、ポリ塩化ビフェニル（ＰＣＢ） 年 １ 回

特定事業場排水
立入調査

39事業場
生活環境項目（ｐHほか14項目）
健康項目（カドミウムほか25項目）

年 １ 回

海水浴場水質調査
4海水浴場5地点
（遊泳前・遊泳中）

ふん便性大腸菌群数ほか5項目 年 ２ 回

ダイオキシン類調査

（水質・底質）
河川2地点、海域5地点
（地下水） 3地点
（土壌） 6地点

ダイオキシン類 年 １ 回

（１） 委託料（河川、海域及び地下水等の各種調査委託等） ５５,０５８ 千円

（２） その他（消耗品費、旅費） ２６９ 千円

３ 事業費内訳
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※ 長崎県市町権限移譲等交付金

４ 財源内訳

事 業 費
財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金※ 地方債 その他 一般財源

千円
５５,３２７

千円
－

千円
１

千円
－

千円
－

千円
５５,３２６
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【水質調査地点】

参 考

河川名 地点名 地点番号

手崎川 上木場橋上 1

戸根川 戸根橋 2

村松川 平野橋合流点 3

西海川 大川橋上堰 4

神浦川
河川公園上流堰 5

神浦ダム 6

三重川 橋本橋上 7

多以良川 多以良川取水堰 8

浦上川

川平取水堰 9

浦上貯水池 10

大橋堰 11

中島川

本河内低部貯水池 12

西山高部貯水池 13

東新橋 14

八郎川 八郎橋 15

戸石川 浄水場跡横 16

若菜川 合流点下 17

鹿尾川 取水口跡 18

海域名 地点名 地点番号

西彼海域

神浦港 19
三重沖 20

畝刈沖 21
式見沖 22
小江沖 23
福田沖 24

長崎湾

突堤間 25
内港口 26

臨海工業沖 27

港口 28

木鉢沖 29

西彼海域

香焼西港 30
大籠沖 31
蚊焼漁港 32

野母漁港 33

橘湾
脇岬港 34
為石漁港 35
茂木港 36

網場湾
湾中央 37

八郎川地先 38
戸石沖 39
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※ BOD（生物化学的酸素要求量）

水中の汚濁物質（有機物）が微生物によって分解されるときに必要とされる酸素の量のこと。河川の汚濁を測る代表的な指
標とされており、数値が高いほど、汚濁が進んでいることを示している。

参 考

浦上川大橋堰における水質経年変化 中島川 東新橋における水質経年変化
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地球温暖化対策については、脱炭素社会の実現に向けて、2050年までに温室効果ガスの排出量を実質ゼロにす
る「カーボンニュートラル」を達成し、それを環境と経済の好循環につなげていくという国の方針が示されたところであ
り、国と地方自治体、地域企業等が一丸となった実効性のある取組みが求められている。

令和３年３月１７日に「ゼロカーボンシティ長崎」を宣言し、今後脱炭素社会に向けての対策を着実に進めていくに
あたり、市民、事業者、行政が一丸となって更なる実効性のある取り組みを加速することとしている。

それぞれが自分事として環境行動に取組むことができる事業を展開し、ゼロカーボンシティ長崎の実現に向けた市
民運動の推進を図る。

１ 事業概要

予算説明書
事 業 名 予算額

ページ 款 項 目 番号

196～197 ４
衛生費

１
保健衛生費

９
環境対策費 2 – 2 地球温暖化対策市民運動推進費

千円
３１，２１７

～基金等充当事業～
持続可能な地域づくりを担う人材育成

・市民環境行動推進事業

「ながさきエコライフ」の取り組み

ながさきエコライフ・チャレンジ月間

ながさきエコネット（市民ネットワーク）

「ゼロカーボンシティ長崎」の実現に向けた取組み

「ながさきサステナプロジェクト」

浸
透
と
拡
大

「ゼロカーボンシティ長崎」
宣言

ながさきエコライフ・フェスタ

・脱炭素化に係る市民環境活動応援費
・ゼロカーボンシティ長崎ポータルサイトの運用

きっかけ

環境行動

実践
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１ 「ながさきサステナプロジェクト」の推進

（１） 市民環境行動推進事業 ９，７８３千円

環境行動の推進役である「サステナプラザながさき」を中心とした市民の環境行動を推進する事業を実施する。

 サステナプラザながさきを活用した相談窓口、普及啓発等に係る業務

 地球温暖化防止活動推進員の活動支援等に係る業務

 長崎市地球温暖化対策実行計画への協力に係る業務

 サステナプラザながさきの運営に係る業務

 「ながさきエコネット」の活動支援

２ 「ながさきエコライフ」の取組みの推進 １５，４１１千円

（１） 「ながさきエコライフ・フェスタ」の開催（１５，０９４千円）

無関心層を含め多くの市民が環境行動を実践するためのきっかけづくりとして、環境に関する様々な分野の団体との

協働により、啓発効果が高く、気軽に参加できる環境行動イベントを開催する。（令和６年11月下旬開催予定）

２ 事業内容

サステナプラザながさき
イメージキャラクター
「サステなっちゃん」

令和５年度「ながさきエコライフ・フェスタ」の様子
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（２） 「ながさきエコライフ・チャレンジ月間」の展開（３１７千円）

「ながさきエコライフ・フェスタ」の実施後の１か月間、市民が継続して環境行動に取り組むための意識作りを図るた

め、環境団体等のイベントに参加する機会を設ける。

３ 「ゼロカーボンシティ長崎」の実現に向けた取組み ５，８３０千円

（１） 脱炭素化に係る市民環境活動応援費（５００千円）

若い世代が、地球温暖化対策について情報発信することで、少しずつその輪を多世代に広げるため、市内中高大学

生からなる「ecoNながさき」の活動に向けた支援を実施する。

（２） ゼロカーボンシティ長崎ポータルサイト運営費（５，０００千円） 【拡大】

令和５年度に開設した「ゼロカーボンシティ長崎ポータルサイト」において、継続してPR動画の掲載や市民・事業者が

実施している環境行動の紹介及び長崎市の取組みを発信するとともに、更に環境行動の拡大に向けたイベント等を実

施することで、市民・事業者の「ゼロカーボンシティ長崎」の実現に向けた意識醸成を図る。

また、市民参加型アプリ「actcoin（アクトコイン）」を通じて、環境行動を実践した市民にインセンティブ（※）を付与する

ことで、行動変容を促すとともに、「ながさきエコライフ」の取組みの魅力向上を図る。

※ 環境行動を実践した市民にアプリ内独自のコインを付与し、コインを一定数集めたユーザーを対象に、環境関連商

品が当たる抽選等を実施予定。

（３） 給食センター配送車両ラッピング委託（３３０千円）

北部学校給食センターの配送車両にラッピングを施し、「ゼロカーボンシティ長崎」の実現に向けた施策を広く市民に

PRすることで認知度の向上を図る。

２ 事業内容
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※ ながさきエコライフ基金繰入金（15，283千円）、ながさきエコライフ・フェスタ出展料（200千円）、保険料個人負担金（１千円）

事 業 費

財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他※ 一般財源

千円
３１,２１７

千円
－

千円
－

千円
－

千円
１５,４８４

千円
１５,７３３

４ 財源内訳

１ 需用費（一般消耗費等） ２，４０１千円

２ 役務費 ６６０千円

３ 委託料 ２６，７１３千円

４ 使用料及び賃借料 １，１５２千円

５ その他（報酬、旅費ほか） ２９１千円

３ 事業費内訳

「ゼロカーボンシティ長崎」ロゴマーク
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5 参考

アプリイメージ

スコアボード 習慣の実施

個人

活動履歴 寄付履歴寄付履歴習慣の実施スコアボード 活動履歴活動履歴スコアボード

ソーシャルアクションの「可視化」と「価値化」

価値化 可視化

団体

アクトコイン
プラットフォーム

イベント参加
SNSシェア

アクトコイン付与

ユーザー
登録

パートナー
登録
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長崎市においては、国の「カーボンニュートラル宣言」を受け、令和３年３月１７日に「ゼロカーボンシティ長崎」を宣
言し、市民・事業者・行政一丸となって脱炭素の取組みを加速させることとしている。

そのような中、国の新たな交付金制度である「脱炭素先行地域」の第４回公募に民間企業等６団体とともに共同
申請し、令和５年１１月７日に県内で初めて採択された。

１ 現 状

脱炭素先行地域は、本市の特徴である観光分野、特に世界文化遺産を含む国選定重要伝統的建造物群保存地区である
東山手・南山手地区並びに世界新三大夜景である稲佐山から見下ろす夜景を構成する施設群の脱炭素化を図り、併せて
長崎市版サステナブルツーリズムの取組みを進め、「選ばれる国際観光都市」の実現を目指すものとなっており、令和６年
度から令和１０年度の５年間に先行地域エリア及びその他対象施設の脱炭素化等を実施していくもの。

【主な取組み】 R6～R10

・戸建住宅、民間施設 、公共施設にLED 照明・高効率空調等の導入による省エネ化

・観光・ライトアップ施設、街路灯等 にLED 照明、高効率空調の導入による省エネ化

・遊休地等への太陽光発電設備等の再エネ導入及び対象施設への供給

【総事業費】 3,571,750千円 【交付金】 2,331,150千円 【市・民間負担】 1,240,600千円

【令和６年】

これらの事業を実施するには、技術的な現地調査、多くのステークホルダーとの調整など幅広い知見が必要となってくるた
め、民間事業者に事業に関するアドバイスや支援を行ってもらうため委託をするもの。

【事業費】29,700千円

2 事業概要

予 算説明書
事 業 名 予算額

ページ 款 項 目 番号

196 197 ４
衛生費

１
保健衛生費

９
環境対策費 2-5 脱炭素先行地域づくり事業費

千円
２９,７００

新市役所創造アクションプラン該当事業
B 1
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事 業 費

財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

千円
２９,７００

千円
－

千円
－

千円
－

千円
－

千円
２９,７００

3 スケジュール（予定）

4 財源内訳
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予算説明書
事 業 名 予算額

ページ 款 項 目 番号

196 197 ４
衛生費

１
保健衛生費

９
環境対策費

4-1

8-1

【補助】環境対策施設整備事業
費補助金 浄化槽設備

【単独】環境対策施設整備事業
費補助金 浄化槽設備

千円
９,３９６

千円
１４,７９０

下水道の整備が見込まれない地域における公共用水域の水質汚濁防止及び公衆衛生の向上に寄与するた
め、合併処理浄化槽を設置する市民に対し浄化槽本体工事に係る費用の一部を補助するとともに、単独処理浄
化槽から合併処理浄化槽への転換を図るため、単独処理浄化槽の撤去費用等の一部についても補助を行う。

１ 事業概要

(１) 補助イメージ（７人槽モデル工事：１,１１５千円）

ア 下水道事業計画区域外（国庫補助対象）

イ 下水道事業計画区域内（国庫補助対象外）

２ 事業内容

個人負担 国庫補助対象（４１４千円） 長崎市単独補助

６０千円
長崎市
１／３

長崎県
１／３

国
１／３

６４１千円

個人負担 長崎市単独補助

４７４千円 ６４１千円
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(２) 補助限度額

ア 合併処理浄化槽設置工事

イ 単独処理浄化槽を撤去し、合併処理浄化槽へ転換する場合の加算 ４２０千円

(下水道事業計画区域内の場合 ２００千円）

区域 人 槽 【国庫補助対象】 【長崎市単独】 補助合計

下水道事業計画区域外
（国庫補助対象）

５人槽 ３３２ ４１４ ７４６

７人槽 ４１４ ６４１ １,０５５

１０～５０人槽 ５４８ ９９５ １,５４３

下水道事業計画区域内
（国庫補助対象外）

５人槽 － ４１４ ４１４

７人槽 － ６４１ ６４１

１０～５０人槽 － ９９５ ９９５

（単位：千円）
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３ 事業費内訳

予 算 の 内 訳 事業別の内訳

区域 人 槽 基数 内 訳 【補 助】 【単 独】

下水道事業計画区域外
（国庫補助対象）

５人槽 １０基 ７,４６０ ３,３２０ ４,１４０

７人槽 １０基 １０,５５０ ４,１４０ ６,４１０

１０～５０人槽 ２基 ３,０８６ １,０９６ １,９９０

単独から合併へ
の転換（加算）

(２基) ８４０ ８４０ －

計 <１> ２２基 ２１,９３６ ９,３９６ １２,５４０

下水道事業計画区域内
（国庫補助対象外）

５人槽 １基 ４１４ ４１４

７人槽 １基 ６４１ ６４１

１０～５０人槽 １基 ９９５ ９９５

単独から合併へ
の転換（加算）

(１基) ２００ ２００

計 <２> ３基 ２,２５０ ２,２５０

計 <１>＋<２> ２５基 ２４,１８６ ９,３９６ １４,７９０

【補助】
対象外

（単位：千円）
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※１ 循環型社会形成推進交付金

※２ 長崎県浄化槽設置整備事業補助金

４ 財源内訳

事 業 費
財 源 内 訳

国庫支出金※１ 県支出金※２ 地方債 その他 一般財源

千円
【補助】 ９,３９６

千円
３,１３２

千円
２,８１８

千円
－

千円
－

千円
３,４４６

千円
【単独】１４,７９０

千円
－

千円
－

千円
－

千円
－

千円
１４,７９０
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（１）補助金利用の設置実績の推移（過去10年間）

（２）浄化槽の設置状況（令和５年３月末現在）

年度
浄化槽設置基数

国庫補助利用 市単独補助利用

H２５ ４０ ４４

H２６ ４２ ４４

H２７ ３９ ４０

H２８ ４２ ４２

H２９ ３２ ３２

H３０ ４２ ４２

R１ ３４ ３５

R２ ２２ ２８

R３ ２３ ２５

R４ ２０ ２１

計 ３３６ ３５３

（単位：基）

区 域 合併処理浄化槽 単独処理浄化槽 計

下水道事業計画区域外 ２,５４３ ７８ ２,６２１

下水道事業計画区域内 ２１２ ３９１ ６０３

計 ２,７５５ ４６９ ３,２２４

（単位：基）

参 考

- 28 -



１ 現状と課題

〇令和2年10月26日 首相所信表明
国内の温室効果ガス排出量を令和32年度までに実質ゼロとする「カーボンニュートラル」を宣言

〇令和3年3月17日 「 」を宣言

野心的数値目標の設定

目標達成に向けて、公用車を電気自動車に転換し、CO2排出量削減を図る。

予 算説 明 書
事 業 名 予算額

ページ 款 項 目 番号

196～197 ４
衛生費

１
保健衛生費

９
環境対策費 6-1 【単独】次世代自動車購入費

電気自動車

千円
２９，５００

【削減戦略1】
まち歩きを楽しめる脱炭素な都市の形成

【市役所】
●公用車(特殊車両除く)の総数に占めるＥＶ・ＰＨＥＶの割合を2030年までに50％にする

【市役所】
●令和5年度 公用車（EV・PHEV） 22台

公用車総数（特殊車両除く） 358台 達成率 6.1%（目標普及率 11.3%）

現状
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【事業費】
２９，５００千円

【内訳】
役務費 ７２千円（購入に伴うリサイクル手数料）
委託費 ３，６０４千円（電源設備委託料等）
備品購入費 ２５，８２４千円

（電気自動車購入費 ２１，６００千円
外部給電器購入費 ４，２２４千円）

※令和6年度10台購入（内2台は特別会計）

野心的数値目標を達成するための施策の着実な推進

10台分内2台は
特別会計）
【令和6年度の重点化事項】 CO2削減効果が高い施策の展開
・EV、充電インフラ ・太陽光・蓄電池の導入促進
・ZEH、ZEB（省エネ）の推進
【電気自動車転換におけるCO2削減効果】
12.66t-CO2/年

https://www.nichicon.co.jp/products/v2l/

ニチコンHP

参照

３ 事業内容

２ 事業概要

外部給電器
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Web口座振替受付サービスで解決

※ 脱炭素化推進事業債 充当率90％（交付税措置率30％）

事 業 費
財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 ※ その他 一般財源

千円
２９，５００

千円
－

千円
－

千円
２６，４００

千円
－

千円
３，１００

4 財源内訳
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【市域】
●市域のエネルギー消費量のうち、再生可能エ
ネルギーの割合を20％にする

【市役所】
●市保有の建築物のうち太陽光発電設備が設置
可能な施設への導入割合を65％にする

2050年度

水素自動車で
CO２排出ゼロ！
静かで快適

空気もきれか

2030年度

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
長
崎
」
宣
言

【削減戦略1】
まち歩きを楽しめる
脱炭素な都市の形成

2030年の削減戦略

【削減戦略3】
省資源・循環型のまちづくり

【削減戦略2】
環境にやさしいエネルギーの
活用と環境関連産業の
活性化

【削減戦略４】
日常生活や事業活動の脱炭素
化への転換

【市域】
●市内自動車保有台数に占めるＥＶ・ＰＨＥＶ
の割合を2030年までに20～25％にする

【市役所】
●公用車(特殊車両除く)の総数に占めるＥＶ・
ＰＨＥＶの割合を2030年までに50％にする

【市域】
●燃やされているプラスチック製品を2030年
までにゼロにする

【市役所】
●ペーパーレス化を推進し、2030年までに紙
の使用量を2020年度比50％以上削減する

【市域】
●新築住宅のうちＺＥＨ基準（ZEH、Nearly 
ZEH、ZEH Oriented）の省エネ性能に適合
する住宅の割合を2030年までに６０％以上
にする

【市役所】
●既存を含めた市の施設全体のＬＥＤ照明の導
入割合を2030年までに100％にする

戦略をリードする野心的数値目標

エコカー
ってかっこ
よかなぁ

環境によか
ことって何
やろう？

二酸化炭素吸収

省エネ・再エネ
でCO 削減

電気代も安かよ

自分にでき
ることって
何かなぁ？

みんなの生活が
自然にエコ活動
になっとる ！

2022年度

森林の整備
藻場の整備
農業分野などにおける二酸化炭素の利活用

５ 参考
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１ 現状と課題

〇令和2年10月26日 首相所信表明
国内の温室効果ガス排出量を令和32年度までに実質ゼロとする「カーボンニュートラル」を宣言

〇令和3年3月17日 「 」を宣言

目標達成に 中小企業者を対象に太陽光発電設備等の導入を支援し、CO2排出量削減を図る。

予 算説 明 書
事 業 名 予算額

ページ 款 項 目 番号

196～197 ４
衛生費

１
保健衛生費

９
環境対策費 7-1 【単独】ゼロカーボンシティ推進事

業費補助金 太陽光発電設備等

千円
１１，１７６

【削減戦略2】
市域のエネルギー消費量のうち、再生可能エネルギーの割合を2030年までに20％にする

【市域】
●令和3年度 太陽光発電及び風力発電合計発電量（kW) 220,494,198

市内電力消費量（kW) 2,512,534,545
割合（％） 8.78 （令和3年度目標普及率 9.52%）

現状
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【補助額等】
太陽光発電設備 ２万円/kW 上限100千円×40件＝4,000千円

蓄電池 ３万円/kWh 上限150千円×40件＝6,000千円

会計年度任用職員の任用に係る費用 予算額 1,176千円

予算額計 11,176千円
【補助対象者】

●長崎市民

野心的数値目標を達成するための施策の着実な推進

を対象に太陽光発電設備の導入を支援することで、CO2排出量を削減する。
【令和6年度の重点化事項】 CO2
・EV、充電インフラ ・太陽光・蓄電池の導入促進
・ZEH、ZEB（省エネ）の推進
【太陽光発電設備等導入補助金導入CO2削減効果】
275.0ｔ-CO2/年

３ 事業内容

２ 事業概要
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Web口座振替受付サービスで解決

※ ながさきエコライフ基金繰入金 10,000千円 環境部保険料個人負担金 6千円

事 業 費
財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 ※ 一般財源

千円
１１，１７６

千円
－

千円
－

千円
－

千円
１０，００６

千円
１，１７０

４ スケジュール

令和6年2～6月 7～9月 10～12月 令和7年1～3月

補助金要綱改定

申請受付

審査、交付決定、
交付金支給

５ 財源内訳
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【市域】
●市域のエネルギー消費量のうち、再生可能エ
ネルギーの割合を20％にする

【市役所】
●市保有の建築物のうち太陽光発電設備が設置
可能な施設への導入割合を65％にする

2050年度

水素自動車で
CO２排出ゼロ！
静かで快適

空気もきれか

2030年度

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
長
崎
」
宣
言

【削減戦略1】
まち歩きを楽しめる
脱炭素な都市の形成

2030年の削減戦略

【削減戦略3】
省資源・循環型のまちづくり

【削減戦略2】
環境にやさしいエネルギーの
活用と環境関連産業の
活性化

【削減戦略４】
日常生活や事業活動の脱炭素
化への転換

【市域】
●市内自動車保有台数に占めるＥＶ・ＰＨＥＶ
の割合を2030年までに20～25％にする

【市役所】
●公用車(特殊車両除く)の総数に占めるＥＶ・
ＰＨＥＶの割合を2030年までに50％にする

【市域】
●燃やされているプラスチック製品を2030年
までにゼロにする

【市役所】
●ペーパーレス化を推進し、2030年までに紙
の使用量を2020年度比50％以上削減する

【市域】
●新築住宅のうちＺＥＨ基準（ZEH、Nearly 
ZEH、ZEH Oriented）の省エネ性能に適合
する住宅の割合を2030年までに６０％以上
にする

【市役所】
●既存を含めた市の施設全体のＬＥＤ照明の導
入割合を2030年までに100％にする

戦略をリードする野心的数値目標

エコカー
ってかっこ
よかなぁ

環境によか
ことって何
やろう？

二酸化炭素吸収

省エネ・再エネ
でCO 削減

電気代も安かよ

自分にでき
ることって
何かなぁ？

みんなの生活が
自然にエコ活動
になっとる ！

2022年度

森林の整備
藻場の整備
農業分野などにおける二酸化炭素の利活用

６ 参考
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１ 現状と課題

〇令和2年10月26日 首相所信表明
国内の温室効果ガス排出量を令和32年度までに実質ゼロとする「カーボンニュートラル」を宣言

〇令和3年3月17日 「 」を宣言

野心的数値目標の設定

目標達成に向けて、 CO2排出量削減を図る。

予 算説 明 書
事 業 名 予算額

ページ 款 項 目 番号

196～197 ４
衛生費

１
保健衛生費

９
環境対策費 7-2 【単独】ゼロカーボンシティ推進事

業費補助金 電気自動車等

千円
１４，０００

【削減戦略1】
まち歩きを楽しめる脱炭素な都市の形成
【市域】
●市内の自動車保有台数に占めるEV・PHEVの割合を2030年までに20～25％にする。

【市役所】
●R3年度 長崎市EV・PHEV保有台数 915台

長崎市自動車保有台数 209,416台 達成率0.44%（目標普及率 0.45%）

現状
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【補助額等】
電気自動車（軽） 10万円/台×30件＝3,000千円
電気自動車（普通） 20万円/台×30件＝6,000千円
充電設備 5 万円/台×100件＝5,000千円

予算額計 １４，０００千円
【補助対象者】

野心的数値目標を達成するための施策の着実な推進

自動車の導入及び集合住宅等への充電設備設置を支援し、運輸部門におけるCO2排出量を削減する。
【令和6年度の重点化事項】 CO2削減効果が高い施策の展開
・EV、充電インフラ ・太陽光・蓄電池の導入促進
・ZEH、ZEB（省エネ）の推進
【電気自動車導入補助金導入におけるCO2削減効果】
130.7ｔ-CO2/年

３ 事業内容

２ 事業概要
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Web口座振替受付サービスで解決

※ ながさきエコライフ基金繰入金 １４，０００千円

事 業 費
財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 ※ 一般財源

千円
１４，０００

千円
－

千円
－

千円
－

千円
１４，０００

千円
－

４ スケジュール

５ 財源内訳

令和6年2～6月 7～9月 10～12月 令和7年1～3月

補助金要綱改定

申請受付

審査、交付決定、
交付金支給
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【市域】
●市域のエネルギー消費量のうち、再生可能エ
ネルギーの割合を20％にする

【市役所】
●市保有の建築物のうち太陽光発電設備が設置
可能な施設への導入割合を65％にする

2050年度

水素自動車で
CO２排出ゼロ！
静かで快適

空気もきれか

2030年度

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
長
崎
」
宣
言

【削減戦略1】
まち歩きを楽しめる
脱炭素な都市の形成

2030年の削減戦略

【削減戦略3】
省資源・循環型のまちづくり

【削減戦略2】
環境にやさしいエネルギーの
活用と環境関連産業の
活性化

【削減戦略４】
日常生活や事業活動の脱炭素
化への転換

【市域】
●市内自動車保有台数に占めるＥＶ・ＰＨＥＶ
の割合を2030年までに20～25％にする

【市役所】
●公用車(特殊車両除く)の総数に占めるＥＶ・
ＰＨＥＶの割合を2030年までに50％にする

【市域】
●燃やされているプラスチック製品を2030年
までにゼロにする

【市役所】
●ペーパーレス化を推進し、2030年までに紙
の使用量を2020年度比50％以上削減する

【市域】
●新築住宅のうちＺＥＨ基準（ZEH、Nearly 
ZEH、ZEH Oriented）の省エネ性能に適合
する住宅の割合を2030年までに６０％以上
にする

【市役所】
●既存を含めた市の施設全体のＬＥＤ照明の導
入割合を2030年までに100％にする

戦略をリードする野心的数値目標

エコカー
ってかっこ
よかなぁ

環境によか
ことって何
やろう？

二酸化炭素吸収

省エネ・再エネ
でCO 削減

電気代も安かよ

自分にでき
ることって
何かなぁ？

みんなの生活が
自然にエコ活動
になっとる ！

2022年度

森林の整備
藻場の整備
農業分野などにおける二酸化炭素の利活用

６ 参考
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１ 事業概要

予算説明書
事 業 名 予算額

ページ 款 項 目 番号

200 201 4
衛生費

２
清掃費

1
清掃総務費 ４-２ リサイクルコミュニティ推進費

千円
３８,１１１

リサイクル推進員の委嘱（任期２年）や、小中学校のリサイクル活動の促進を通して、
地域の中で分別・減量について理解・意識し、行動できる人材を育成することで、市民と
行政が一体となったごみの分別、減量化及びリサイクルを推進する。

２ 事業内容

リサイクル推進員の委嘱、謝礼金の交付及び活動支援
「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に規定される「廃棄物減量等推進員」として自治会長
の推薦により、２年間の任期で「長崎市リサイクル推進員」の委嘱を行う。
推進員配置自治会に対しては、１世帯当たり年額300円の活動謝礼金の交付をする。
また、推進員に対し、研修会・施設見学会の実施、被服等の貸与を行い、その活動を支援する。
被服については、暑さ対策等のため夏場作業用被服を貸与する実証実験を行う。
【リサイクル推進員数の推移】

年度 配置自治会数／全自治会数 推進員配置割合 推進員数

平成30年度 773 ／ 975 自治会 79.3 % 2,865人

令和元年度 786 ／ 980 自治会 80.2 % 2,926人

令和2年度 783 ／ 978 自治会 80.1 % 2,802人

令和3年度 787 ／ 975 自治会 80.7 % 2,831人

令和4年度 730 ／ 967 自治会 75.5 % 2,557人

令和5年度 742 ／ 963 自治会 77.1 % 2,632人
※令和5年度は令和6年1月31日時点の数値
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小中学校リサイクル活動推進
小中学生に対する環境教育を推進するため、学校において、給食用牛乳パックや家庭から排
出されるペットボトルのキャップを回収しリサイクルする活動を支援する。
令和4年度取組校数 キャップ：77校/118校 給食用牛乳パック：26校/118校

報償費(リサイクル推進活動謝礼金) 33,334千円
需用費(リサイクル推進員被服等)           3,896千円
役務費(郵送料等)                                  150千円
委託料(推進員証作成委託) 165千円
使用料及び賃借料(研修会場借上料等) 566千円

４ 事業費内訳

３ スケジュール

4～6月 7～9月 10～12月 1～3月

推薦状・活動計画書・報
告書の提出

リサイクル推進員の委嘱・
被服等の配布

リサイクル推進員研修会

リサイクル推進員施設見
学会
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事 業 費
財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他※１ 一般財源

千円
３８，１１１

千円
－

千円
－

千円
－

千円
３８，１１１

千円
－

５ 財源内訳

※1 長崎県市町村振興協会市町交付金
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予算説明書
事 業 名 予算額

ページ 款 項 目 番号

200 201 4
衛生費

２
清掃費

2
ごみ処理費 １-５ 特殊ごみ処理費

千円
４８,３２３

精霊流しによる精霊船等の処理作業やお宮日期間中の清掃、収集運搬作業、市民大清掃のご
みの選別・処理作業等を行う。

１ 事業概要

(1) 精霊船等処理 ４１，２５１千円

精霊船流し場の整備並びに流された精霊船及びこも包み等の処理を行う。

（主な業務委託）

・精霊船運搬等業務委託

流し場内に持ち込まれた精霊船を解体し、こも包みとともに東工場内仮置場への搬入を行う。

・精霊船流し場整備業務委託

流し場への精霊船の受入れを円滑に行うため、鋼板の敷設及びフェンス等の設置を行う。

・東工場精霊船等後処理業務委託

東工場の仮置場に搬入された精霊船及びこも包み等を選別し、適正処理を行う。

２ 事業内容
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〈参考〉 精霊船及びこも包み実績

(2) お宮日ごみ処理 ３，３６２千円

お宮日の御旅所周辺で市民等から排出されたごみ及び道路上の散乱ごみの収集運搬を行う。

〈参考〉 令和５年度お宮日ごみ実績

ごみかごの設置数 ５９個（燃やせるごみ 44個 資源ごみ 15個）

回収したごみの量 ３，５９０㎏（燃やせるごみ 3,000ｋｇ 資源ごみ590ｋｇ）

(3) 市民大清掃等ごみ処理 ３，７１０千円

市民大清掃等により仮置場に搬入されたごみを選別し、適正に処理する。

〈参考〉 市民大清掃実績

項 目
数 量 内 訳 等

R5 R4 増減 種別 R5 R4 増減

精霊船（隻） 1,491 1,316 175
2ｍ以上 460 451 9

2ｍ未満 1031 865 166

こも包み（個） 20,615 23,865 ▲ 3,250

R5年度 R4年度 増減
参加団体数
人数

717団体
52,255人

707団体
50,100人

+10団体
+2,155人

ごみ量 177.6ﾄﾝ 213.8ﾄﾝ -36.2ﾄﾝ
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(1) 需用費（流し場従事者用誘導棒、耳栓、軍手等） １８０千円

(2) 委託料（精霊船等処理、お宮日ごみ処理、市民大清掃等ごみ処理） ４５，１５５千円

(3) 使用料及び賃借料（バルーンタイプ投光器レンタル料等） ２，９３２千円

(4) その他経費（報償費、役務費） ５６千円

事 業 費
財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

千円
４８，３２３

千円
－

千円
－

千円
－

千円
－

千円
４８，３２３

４ 財源内訳

３ 事業費内訳
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予算説明書
事 業 名 予算額

ページ 款 項 目 番号

202 203 ４
衛生費

２
清掃費

２
ごみ処理費 １-６ ごみ収集委託費

千円
１,３００,５４９

長崎市一般廃棄物処理計画に基づき、市内の家庭、事業所から排出される一般廃棄物の収集運搬に係る業
務を委託し、一般廃棄物の適正処理を行う。

１ 事業概要

（1） 燃やせるごみ等収集運搬
市内の直営収集区域以外の区域におけるごみの収集運搬を委託により行うもの。
ごみは、主にステーション方式により排出され、パッカー車による収集を行う。

(※１)「世帯数」は、令和５年３月末日現在の「住民基本台帳に基づく町別人口・世帯数」数値
(※２) 旧７町地区の業務には、粗大ごみ収集運搬業務を含む。
(※３) 随意契約地区は令和７年度から入札へ移行（旧７町地区は地域特性を加味した入札）

２ 事業内容

世帯数

(注1)

①立山、江平、三原など ②銭座町、川口町、中園町など

③新大工町、浜町、上小島など ④元船町、桜町、館内町など

⑤大浦町、戸町、大山町など ⑥赤迫、滑石、横尾など

⑦住吉町、女の都、川平町など －

⑧平山町、深堀町、田上など ⑨茂木町、小ヶ倉町、ダイヤランドなど

⑩三重町、京泊、畝刈町など ⑪式見町、小江原1，3～5丁目、柿泊町など

⑫香焼地区 ⑬伊王島地区

⑭高島地区 ⑮野母崎地区

⑯三和地区 ⑰外海本土地区

⑱外海池島地区 ⑲琴海地区

205,395

直営
中央環境センター（神の島、小江町、油木町、西北町など）

72,114
東部環境センター（矢の平、片淵、つつじが丘、潮見町など）

合　　計

区分 収　集　地　区

委
託

入
札
地
区

旧
長
崎
市

85,691

30,307

旧
７
町

（

注
２
）

17,283

随
意
契
約
地
区

（

注
３
）
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（2） 粗大ごみ収集運搬
随時の申込を受け付け、排出される粗大ごみの戸別収集運搬を委託により行う。
（収集見込量 約３６，１００個）

※ 粗大ごみ処理手数料

事 業 費
財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他※ 一般財源

千円
１，３００，５４９

千円
－

千円
－

千円
－

千円
２７，９８５

千円
１，２７２，５６４

４ 財源内訳

(1) 委託料（ごみ収集運搬、粗大ごみ収集運搬） １，２７９，６４９千円

(2) 使用料及び賃借料（曳航船及び台船賃貸借） ２０，９００千円

３ 事業費内訳
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５ 収集区域
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市内の直営収集区域以外の区域における家庭、事業所から排出される一般廃棄物の収集運
搬を委託により行うに当たり、すべての委託地区において、令和7年度から令和11年度までの5年
間の業務を、制限付一般競争入札により委託することとしている。
このことに伴い、委託事業者の引継ぎ及び車両等の準備期間が必要なことから、令和６年度中
に制限付一般競争入札を実施し、契約を締結するため、債務負担行為を設定しようとするもの。

１ 概 要

債 務 負 担 行 為
期 間 限度額

（設定額）ページ 事 項

336 337 ごみ収集委託
令和７年度から
令和11年度まで

千円
７,４５７,５９５

※ 単年度 1,491,518,820円×５年（R7～R11）＝7,457,594,100円

２ 限度額の財源内訳

事 業 費
財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

千円
７，４５７，５９５

千円
－

千円
－

千円
－

千円
－

千円
７，４５７，５９５
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Web口座振替受付サービスで解決

３ 委託開始までのスケジュール（案）

事 項
令和６年度 令和７年度～

令和11年度４月～７月 ８月～３月

① 契約事務
入札及び契約

4/1から
業務開始

② 住民への周知 地域住民周知

③ 事業者準備
期間

業務内容等の引継ぎ

車両等の準備・確保

４ 委託地区の概要

地区名 収集地区

業務に要する人員（単位：人） 業務に要する車両（単位：台）

作業員（注１）
（運転手含む）

事務員 塵芥車等 軽ダンプ

① １区（高島地区） 高島 3 1 1 1

② ２区（外海池島地区） 池島 2 1 2

③ ３区（外海本土地区） 神浦江川、永田など 5 1 2 1

④ ４区（琴海地区） 琴海村松、琴海尾戸など 7 1 4 1

⑤ ５区（香焼地区） 香焼 4 1 3

⑥ ６区（伊王島地区） 伊王島 2 1 2

⑦ ７区（三和地区） 布巻、蚊焼など 8 1 5 2

⑧ ８区（野母崎地区） 野母、以下宿など 5 1 4 1

離島 旧市旧合併

- 51 -



地区名 収集地区

業務に要する人員（単位：人） 業務に要する車両（単位：台）

作業員（注１）
（運転手含む）

事務員 塵芥車等 軽ダンプ

⑨
９区（三重町ほか）
※旧三重地区ほか

三重、畝刈、鳴見など 10 1 4 1

⑩
10区（式見町ほか）
※旧式見地区ほか

式見、柿泊、手熊など 6 1 3 1

⑪
11区（赤迫ほか）
※旧北部A地区

赤迫、滑石、横尾など 12 1 6 1

⑫
12区（住吉町ほか）
※旧北部B地区

住吉、女の都、川平など 12 1 6 1

⑬
13区（銭座町ほか）
※旧中央B地区

銭座、川口、中園など 10 1 4 1

⑭
14区（立山ほか）
※旧中央A地区

立山、江平、三原1丁目など 8 1 4 1

⑮
15区（元船町ほか）
※旧南部B地区

元船、桜町、館内、川上など 10 1 4 2

⑯
16区（新大工町ほか）
※旧南部A地区

新大工、浜町、上小島など 12 1 5 2

⑰
17区（大浦町ほか）
※旧南部C地区

大浦、戸町、大山など 8 1 4 1

⑱
18区（茂木町ほか）
※旧茂木地区ほか

茂木、小ヶ倉、ﾀﾞｲﾔﾗﾝﾄﾞなど 12 1 4 2

⑲
19区（深堀町ほか）
※旧深堀地区ほか

深堀、平山、田上など 10 1 5 1

合 計 146 19 72 20

（参考）令和6年度契約分まで 157 18 82 22

（注１）上記の数量には、臨時作業員（収集補助）は含まない。
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〈参考〉

1 地区割の方針

①曜日ごとのごみ量を平準化する。

②随意契約地区の飛び地の解消を

図る。

③旧合併町地区は地域の特性を

考慮し、今回の入札においては、

区割りを変更しない。

２ ごみ収集車両台数の見直し

①ごみステーションごとのごみ量を

把握

②曜日ごとのごみ量のばらつきを

平準化

（曜日変更及び地区の変更）

③ごみ量の平準化後の地区のごみ

量から適正車両台数を積算

④効率的なルートを設定

1区

2区

3区

4区

5区

6区

7区

8区

9区

10区

11区
12区

19区

18区

14区

16区

15区

17区

13区

５ 収集区域（予定）
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資源循環型社会の実現及び最終処分場の延命化を図るため、容器包装リサイクル法等に基づき
分別収集した資源ごみ、古紙、小型家電、プラスチック製容器包装の選別等処理を行い資源化する。
また、市民に資源循環を自分事として捉えることができる機会を創出し、市民や事業者が脱炭素化
や省資源化・再資源化などにつながる環境に配慮した行動が、当たり前のこととして浸透していくよ
う、ペットボトルや古布の水平リサイクルを実施するほか、粗大ごみからのリユースについて、新た
に整備した旧西工場ストックヤードを活用し、事業を拡大する。

１ 事業概要

予算説明書
事 業 名 予算額

ページ 款 項 目 番号

202 203 4
衛生費

２
清掃費

2
ごみ処理費 ４-１ 資源ごみ処理費

千円
４８９，５５２

選別等処理

ア 資源ごみ：選別・圧縮梱包・引渡し、ガラスびん等残さ運搬及び再商品化

イ 古紙：選別・圧縮梱包・引渡し

ウ プラスチック製容器包装：選別・圧縮梱包・引渡し

エ 古布：選別・再商品化（令和６年４月１日再開）

２ 事業内容

新市役所創造アクションプラン該当事業
Ｂ１ 市民サービスの最適化

- 54 -



参考 選別等処理業務委託に関する処理量の推移 （単位：ｔ）

水平リサイクルの実施

ア 再生ペットボトル（ボトルtoボトル）PR

排出された使用済みペットボトルの一部を、ケミカルリサイクルにより

ペットボトルに再生する。上下水道局と協働し、そのボトルに長崎市の

水道水を充填した「ながさき水道水」を製造し、配布することでリサイク

ル意識の向上と水道水の安全性やおいしさをPRする。

イ 古布リサイクル（繊維to繊維）
イベントで回収した古布を、ケミカルリサイクルにより繊維に再生する事業を行う。

リユース事業の拡大

ものを捨てる前に人に譲るなど、もう一度使用するリユースを選択肢として意識してもらうため、

粗大ごみの中からまだ使えるものを選別、インターネット掲示板「ジモティー」に出品し、リユース

品として希望する市民に引き渡すリユース事業について、新たに整備した旧西工場ストックヤー

ドを活用し、選別、保管、引渡しを効率的に行い、現行の自転車のみからリユースする品数を拡

大する（令和6年6月（環境月間）開始予定）。

ながさき水道水

新市役所創造アクションプラン該当事業 Ｂ１ 市民サービスの最適化
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中継所で

選別 保管 展示 引渡
ジモティー

投稿
粗大
ごみ

回収

選ばれなかったら粗大ごみとして処分

中央環境
センター

受付 展示棟
新築ストックヤード

粗大ごみ中継所
リユース品選別

リユース品保管場所
来場者駐車場２台

新築ストックヤード隣１台

参考 リユースの流れ

旧西工場ストックヤード配置図
（木鉢町2丁目）
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需用費（広報ながさき折込チラシ・ごみ分別チラシ印刷製本費等） 5,810千円

委託料（資源ごみ、古紙、小型家電、プラスチック製容器包装選別処理等） 482,099千円

その他（郵送料・手数料等） 1,643千円

【うちリユース事業拡大分】 10,565千円

委託料（リユース品管理業務・設備点検等） 9,515千円

その他（備品購入費等） 1,050千円

※ 物品売払収入など

事 業 費
財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他※ 一般財源

千円
４８９，５５２

千円
－

千円
－

千円
－

千円
２８４，５６４

千円
２０４，９８８

４ 財源内訳

３ 事業費内訳
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参考

資源ごみ

東工場

三京クリーン

ランド

資源ごみ、古紙、プラスチック製容器包装のリサイクル 

金属等買受事業者に売却

高島一般廃棄物
一時保管施設

一時保管

一時保管

【売却後のリサイクル】

・スチール缶、建材等

・アルミ缶、アルミ製品等

・ガラスびん

日本容器包装リサイクル協会が
指定する再商品化事業者に引渡し

【再商品化】
・ガラスびん

・ガラス再生砂(埋め戻し材)等

・繊維、飲料用ボトル等

焼却又は埋立

スチール缶

その他スチール

アルミ缶

その他アルミ

ガラスびん

（無色）

ガラスびん

（茶色）

ガラスびん

(その他色)

ペットボトル

ガラスびん

(残さ) 
可燃残さ

不燃残さ

民間
事業者
(委託)

中間処理

民間事業者（委託）
【資源化】

・ガラス再生砂（埋め戻し材）

・飲料用ボトル

ケミカルリサイクル事業者に売却
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プラス
チック製
容器包装

古紙

東工場

三京リサイクルプラザ

民間事業者業務委託

焼却又は埋立

古紙買受事業者に売却

高島一般廃棄物
一時保管施設

高島一般廃棄物
一時保管施設

一時保管

【売却後のリサイクル】

・新聞、雑誌等

・段ボール、絵本等

・段ボール、紙筒等

日本容器包装リサイクル協会が
指定する再商品化事業者に引渡し

【再商品化】

・製紙原料等

中間処理
日本容器包装リサイクル協会が指定する

再商品化事業者に引渡し

【再商品化】

・炭化水素油（プラスチック製品の化学原

料）、コークス（鉄を製造する際の還元剤）、

燃料ガス（製鉄所内の発電所等で使用）等

焼却又は埋立

（可燃残さ・不燃残

一時保管

民間
事業者
(委託) 

新 聞

雑誌類

段ボール

紙製容器包装

可燃残さ
不燃残さ

中間処理

【資源化】

・固形燃料（RPF）

民間事業者（委託）
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予算説明書
事 業 名 予算額

ページ 款 項 目 番号

202 203 ４
衛生費

２
清掃費

３
し尿処理費 １-４ し尿汲取費

千円
１３５,１４６

長崎市生活排水処理基本計画に基づき、一般廃棄物の適正処理のため、市内の家庭、事業所から排出され
るし尿及び浄化槽汚泥（以下「し尿等」という。）の収集運搬に係る業務を許可及び委託により事業者に行わせる
とともに、収集したし尿等を市の処理場（琴海クリーンセンター、長崎半島クリーンセンターの２か所）において処
理することとしているが、本事業では、そのうち収集運搬等に係る業務を行うもの。

１ 事業概要

(1) 収集運搬業務

ア し尿等収集運搬業務委託

委託地区のし尿等の収集及び中継タンク又は処理場への運搬業務を委託するもの。

（ア）旧市内地区（木場、神ノ島、三重地区）

（イ）池島地区

（ウ）伊王島地区

（エ）高島地区

イ し尿等運搬業務委託

中継タンク（し尿３か所、浄化槽汚泥１か所）に貯留されたし尿等を処理場へ運搬する業務を委託するもの。

(2) その他（中継タンク清掃など）

２ 事業内容
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【参考】 し尿収集の状況

※ し尿処理手数料

事 業 費
財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他※ 一般財源

千円
１３５，１４６

千円
－

千円
－

千円
－

千円
１３,５４９

千円
１２１,５９７

４ 財源内訳

(1) 需用費（消耗品費等） ５６２千円

(2) 役務費（郵送料等） ４４千円

(3) 委託料（し尿収集運搬委託等） １３２，１５４千円

(4) 使用料及び賃貸借（貯留タンク等使用料） ２，３８６千円

３ 事業費内訳
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５ 収集区域

中継タンク

中継タンク

中継タンク

中継タンク

琴海クリーン
センター

クリーンセンター
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47.71 44.56 42.64 39.62 37.18 36.78 35.32 33.94 32.61 31.33 30.10 28.92 27.80 26.69 25.63 24.61 23.64 22.71 21.80 20.91 20.07 

30.39 
29.51 29.16 

26.74 
26.92 27.02 26.72 26.41 26.12 25.90 25.52 

23.27 23.08 22.85 22.06 21.87 21.29 21.12 20.92 20.73 20.51 

78.10 
74.07 

71.80 

66.36 
64.10 63.80 62.04 60.35 58.73 57.23 55.62 

52.19 50.88 49.54 47.69 46.48 44.93 43.83 42.72 41.64 40.58 

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20

（kL/日）

（年度）し尿 浄化槽汚泥※集落排水施設汚泥（旧長崎市、高島地区、野母崎地区、琴海地区）は、浄化槽汚泥に含めている。

実績値 推計値

(2022) (2028) (2033) (2038)

し尿等の将来発生予測量（日量）

し尿及び浄化槽汚泥（以下「し尿等」という。）の発生量は、下水道普及率の増加や人口減少等により年々減少
しているが、長崎市においては、今後もし尿の汲み取りが必要な住戸や浄化槽で処理を行っていく区域があるた
め、西部下水処理場に「し尿等受入施設」を建設し、令和10年度以降は処理の効率化を図ることとしている。

本事業は、「し尿等受入施設」の建設を上下水道局により下水道事業として行うこととし、これに要する費用に
ついて相当分を負担するもの。

令和６年度は、令和５年度に行った基本設計を基にした詳細設計の業務に係る経費を負担する。

１ 事業概要

予算説明書
事 業 名 予算額ページ 款 項 目 番号

204～205 ４
衛生費

２
清掃費

３
し尿処理費 2-2 【単独】し尿処理施設等整備事業費

し尿等受入施設建設事業費負担金

千円
５,９０５
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（スケジュール）

R5 R6 R7 R8 R9 R10

基本設計

詳細設計

建設工事

稼働

西部下水処理場 し尿等受入施設建設

(1) 事業期間 令和５～９年度

(2) 処理能力 約60kL/日

(3) 建築面積 約500㎡(20m×25m)

(4) 建物規模 地下１階地上２階建て（予定）

(5) 建物高さ 約12m

し尿等受入施設
(西部下水処理場)

施設の集約

処理能力 40kL/日
平成11年度稼働開始
令和７年度末稼働終了予定

処理能力 60kL/日
平成２年度稼働開始
令和９年度末稼働終了予定

長崎半島クリーンセンター

琴海クリーンセンター

し尿等受入施設イメージ

２ 施設概要等
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西部下水処理場平面図

・受入施設建屋

建築面積 約500㎡、

地下1階地上2階建て（予定）

・し尿受入槽、希釈混合槽

処理能力 約60kL/日

・機械設備

スクリーン設備、脱臭設備、

ポンプ設備等

令和5年度 基本設計

・施設の配置計画

・施設の仕様検討

等・ボーリング調査

令和6年度 詳細設計

建設予定地
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事 業 費
財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

千円
５，９０５

千円
－

千円
－

千円
－

千円
－

千円
５，９０５

４ 財源内訳

Web口座振替受付サービスで解決

項目 全体経費
負担金を除く経費 負担金

国庫補助金※１ 地方債※２ 一般財源

詳細設計委託費
千円

５１，０００
千円

２５，５００
千円

２２，９００
千円

２，６００

上下水道局人件費
３，３０５ － － ３，３０５

合計 ５４，３０５ ２５，５００ ２２，９００ ５，９０５

３ 詳細設計に係る負担及び財源

※１ 社会資本整備総合交付金 国庫補助率 事業費（５１，０００千円）の1/2
※２ 下水道事業債 充当率 事業費（５１，０００千円）の95％(国庫補助金を除く)
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中部下水処理場の敷地内に所在する茂里町環境センター（一般財団法人 クリーンながさきが使用）は、
同処理場の廃止（令和５年度末）に伴い旧クリーンセンターに移転し、令和６年度から供用開始すること
としている。
本事業は、同処理場の廃止により上下水道局において中部下水処理場敷地内の施設（中部下水処理場、
茂里町環境センター、動物愛護管理センター）を一括して解体・撤去工事を行うこととしており、茂里町
環境センター相当分の費用を負担するもの。

１ 事業概要

継 続 費 期間 予算額ページ 事 項

324 325 し尿処理施設負担
茂里町環境センター解体費負担

令和６年度 千円
３６５,８００

本事業の予算は、上下水道局において令和５年度に行った詳細設計を基にした令和６年度から令和９年
度までにかかる中部下水処理場敷地内施設の一括した解体・撤去工事費のうち、この一部となる茂里町環
境センターの解体に要する費用となるため、継続費として予算計上するもの。

2 継続費の設定理由
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（現況写真）

・茂里町環境センター
・動物愛護管理センター

旧クリーンセンター
ハートセンター

ブリックホール

茂里町環境センター施設概要
・
・構造：鉄骨鉄筋コンクリート造３階建
・延べ面積：4,531.40㎡

中部下水処理場
(敷地面積２.８ha)

3 解体施設の概要

- 68 -



5 負担の内訳

令和
年度 全体事業費 中部下水処理場

（上下水道局）
茂里町環境ｾﾝﾀｰ
（環境部）

動物愛護管理ｾﾝﾀｰ

６ ３５２,０００ ３５２,０００ - -

７ １,２７５,１１１ １,２０８,５１１ - ６６,６００

８ ９９２,２７７ ８０２,３７７ １３７,７００ ５２,２００

９ ６９４,２１２ ４０７,８１２ ２２８,１００ ５８,３００

計 ３,３１３,６００ ２,７７０,７００ ３６５,８００ １７７,１００

（単位：千円）

4 解体スケジュール

令和年度
施 設 6 7 8 9

中部下水処理場

茂里町環境センター

動物愛護管理センター
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令和
年度 年割額

財 源 内 訳
国庫支出金 県支出金 地方債※ その他 一般財源

6
千円
－

千円
－

千円
－

千円
－

千円
－

千円
－

7 － － － － － －

8 137,700 － － 123,900 － 13,800

9 228,100 － － － － 228,100

計 365,800 － － 123,900 － 241,900

6 年割額及び財源内訳

※ 公共施設等適正管理推進事業債（ ） 充当率90％（交付税措置率 ％）
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本事業は、昭和63年の稼働開始後、約35年が経過する現東工場の老朽化に伴い、ＤＢＯ方式による新東工場整
備運営事業において、新東工場の建設を行うもの。

１ 事業概要

令和６年度は、令和５年度に引き続き、建築工事を行うとともに、ごみ処理や発電等を行うプラント設備に係る工
事に着手する。

２ 事業内容

予算説明書
事 業 名 予算額

ページ 款 項 目 番号

204～205 ４
衛生費

２
清掃費

４
新東工場
建設事業費

1-1 【補助】新東工場建設事業費
ごみ焼却施設建設

千円
４,０２２,１００

施設の種類 ごみ焼却施設（エネルギー回収
型廃棄物処理施設）

建設場所 長崎市戸石町88番地10
を含む都市計画決定区域内

処理能力 ２１０t/日（１０５t/日×２炉）

処理方式 全連続燃焼式ストーカ炉

事業方式 DＢＯ方式 (公設民営)

全体事業費 ３１１億２,８９０万円

契約概要
(建設工事)

・ 契約相手方
三菱・フジタ・ＭＨＩＴＣ特定建設
工事共同企業体

・ 契約額 ２１３億３,８９０万円

・ 建設期間
令和４年９月９日（契約議案議決日）
～令和８年６月１５日

（運営業務）

・ 契約相手方
長崎東エコクリエイション㈱
（SPC：特別目的会社）

・ 契約額 ９７億９,０００万円

・ 運営期間
令和８年６月１６日
～令和２８年６月１５日（２０年間）

- 71 -



３ 事 業 費

事業費 ４,０２２,１００千円

工事請負費 ４,００９,８７４千円

負担金 １,２０９千円 （下水道事業計画区域外流入負担金）

事務費 １１,０１７千円 （人件費、旅費、消耗品費等）

事 業 費
財 源 内 訳

国庫支出金※１ 県支出金 地方債※２ その他 一般財源

千円

４,０２２,１００
千円

７７２,２９１
千円

－

千円

２,６４１,８００
千円

－

千円

６０８,００９

４ 財源内訳

※１ 循環型社会形成推進交付金 交付率１/２、１/３

※２ 一般廃棄物処理事業債 充当率 ９０％（交付税措置率５０％）

７５％（交付税措置率３０％）
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５ 年度別建設工事費

年度 建設工事費(千円) 概要

令和４年度 20,559

（R4～R6） 基本設計・詳細設計

（R4～R5） 解体工事（粗大ごみ処理施設）

（R4～R5） 造成工事

（R5～R7） 建築工事

（R6～R7） プラント工事

（R8） 試運転

令和５年度 2,516,022

令和６年度

4,690,099

( 当初予算額 4,009,874 )

( 繰越額 680,225 )

令和７年度 11,671,606

令和８年度 2,440,614

合計 21,338,900

財源内訳見込み(千円)

国庫支出金 地方債 一般財源

4,632,670 13,082,900 3,623,330
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Web口座振替受付サービスで解決

６ スケジュール

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 4 5 6 7 8

現東工場
稼働期間

令和8年度
3

新東工場
工事期間

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

基本設計・詳細設計

造成工事

解体工事

建築工事

プラント工事

試運転

当初予定

6月15日

2.5か月

変更前

変更後
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（南西からの鳥瞰）

【新東工場イメージパース】【建設地位置図】

参考資料

Ｎ

- 75 -



本事業は、新東工場の整備にあたり、建設地の地元である戸石小学校区連合自治会、橘小学校区自治
会連合会と市との間で、新東工場の運営に係る環境保全協定と併せて締結した覚書に基づき、橘小学校
区から、かき道船泊り防波堤の越波対策の要望があったため、消波ブロックの設置による地域環境整備を
行うもの。
令和６年度は、令和５年度に行った測量・設計を基に、消波ブロック設置工事を行う。

１ 事業概要

（1）事業場所： 長崎市かき道１丁目地先船泊り

（2）事業内容： 消波ブロック設置工事

（消波ブロック４ｔ製作・据付） L= 44ｍ

（3）事 業 費 ： ５２,０００千円

予算説明書

事 業 名 予算額
ページ 款 項 目 番号

204～205 ４
衛生費

２
清掃費

４
新東工場建設
事業費

2-1 【単独】新東工場建設事業費
地域環境整備

千円
５２,０００

２ 事業内容

３ 財源内訳

事 業 費

財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

千円
５２,０００

千円
－

千円
－

千円
－

千円
－

千円
５２,０００

かき道
船泊り

矢上大橋

（位置図）

八
郎
川

東工場

東公園

牧島
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4 平面図

： 防波堤

（現況写真）

（断面イメージ）
（消波ブロックの効果イメージ）

： 消波ブロック設置範囲

防波堤 消波ブロック

防波堤

消波ブロック
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